




・外観目視観察（定期測定）

・塩分付着密度（定期測定及び台風通過後測定）

・はっ水性（定期測定）

・漏れ電流（連続測定）

・複合がいし外被材の機器分析（定期測定）

・気象観測（気温・湿度・風向・風速・雨量）

（3）観測結果

（a）外観目視観察

海塩汚損の厳しい本ばく露場で 5年間試験を行ったが，

目視で観察できる複合がいしのエロージョンやトラッキン

グ劣化などの兆候は全く見られず良好な特性を示した。

（b）等価塩分付着密度

等価塩分付着密度の測定は








